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１
．
は
じ
め
に

筆
者
は
、
非
正
規
雇
用
者
に
関
す
る
実
証

的
な
国
際
比
較
を
行
っ
て
お
り
、
二
〇
一
一

年
四
月
に
、
神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
の
勇
上
和
史
准
教
授
と
共
に
、「
初
期
キ
ャ

リ
ア
に
お
け
る
内
部
登
用
と
転
職
：
非
正
規

雇
用
者
の
移
行
に
関
す
る
国
際
比
較
」
と
い

う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
上
梓
し

た
（
平
田
・
勇
上
、
二
〇
一
一
）。
本
稿
で
は
、

こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
中
心

に
、
非
正
規
雇
用
者
の
初
期
キ
ャ
リ
ア
の
国

際
比
較
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

 

２
．
若
年
者
で
増
加
す
る
非
正
規
雇
用
者

日
本
で
、
非
正
規
雇
用
者
の
増
加
が
社
会

問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
久
し
い
。
な
か
で
も
憂
慮
さ
れ
て
い
る
の

は
、
若
年
者
に
お
い
て
非
正
規
雇
用
者
が
増

加
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
図
１
は
、
総
務

省
の
労
働
力
調
査
の
詳
細
集
計
か
ら
非
正
規

雇
用
者
の
趨
勢
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一

九
八
八
年
に
お
け
る
非
正
規
雇
用
者
が
雇
用

者
全
体
に
占
め
る
比
率
は
一
八
・
三
％
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て

以
降
、上
昇
を
続
け
、昨
年
（
二
〇
一
〇
年
）

に
は
三
四
・
三
％
と
な
り
、
雇
用
者
の
三
分

の
一
以
上
が
非
正
規
雇
用
者
と
な
っ
て
い
る
。

非
正
規
雇
用
者
は
各
年
齢
層
で
増
加
し
て

い
る
の
だ
が
、
特
に
顕
著
な
の
は
若
年
層
に

お
け
る
増
加
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
の
一
五

～
二
四
歳
層
に
お
け
る
非
正
規
雇
用
者
の
比

率
は
一
七
・
二
％
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年

に
は
四
六
・
三
％
と
、
半
分
近
く
ま
で
上
昇

し
て
い
る（
１
）。
二
五
～
三
四
歳
層
に
お
い

て
も
一
九
八
八
年
は
一
〇
・

七
％
だ
っ
た
の
が
二
〇
一

〇
年
に
は
四
分
の
一
を
超

え
る
も
の
が
非
正
規
雇
用

者
と
な
っ
て
い
る
。

図
１
に
示
さ
れ
て
い
る

労
働
力
調
査
の
詳
細
集
計

の
結
果
で
、
一
五
～
二
四

歳
に
お
け
る
非
正
規
雇
用

者
は
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
ん
で
い
る
。
学
生
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
除
い
て
も

若
年
層
に
お
け
る
非
正
規

雇
用
者
は
増
加
し
て
い
る
。

次
の
図
２
は
、
二
〇
〇
五

年
に
行
わ
れ
た
社
会
階
層

と
移
動
全
国
調
査
（
Ｓ
Ｓ

Ｍ
調
査
と
略
称
）
で
学
校

を
卒
業
し
て
初
め
て
つ
い

た
仕
事
（
初
職
）
に
お
け

る
従
業
上
の
地
位
を
回
答

者
の
年
齢
別
に
示
し
て
い

る（
２
）。
こ
れ
を
み
る
と
二

〇
〇
五
年
に
三
五
歳
未
満

で
あ
っ
た
も
の
の
初
職
で
、
非
正
規
雇
用
者

の
比
率
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
の
が
分
か

る
。
特
に
、
二
〇
代
で
の
増
加
が
顕
著
で
あ

り
二
〇
～
二
四
歳
（
一
九
八
一
～
一
九
八
五

年
生
ま
れ
）
で
は
四
割
近
く
の
者
が
初
職
で

非
正
規
雇
用
者
で
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
主
任
研
究
員　

平
田
周
一

非
正
規
雇
用
者
の
多
く
は
、
給
与
が
低
く
、

福
利
厚
生
の
面
で
も
正
規
雇
用
者
と
の
間
に

格
差
が
あ
る
。
非
正
規
雇
用
者
に
与
え
ら
れ

る
仕
事
は
周
辺
的
な
も
の
で
あ
り
、
職
業
能

力
を
高
め
る
た
め
の
訓
練
の
機
会
も
与
え
ら

れ
ず
、
必
要
が
な
く
な
れ
ば
仕
事
を
辞
め
ざ

る
を
得
な
い
。
従
来
の
日
本
的
雇
用
慣
行
の

モ
デ
ル
は
、
学
校
の
卒
業
者
を
一
斉
に
正
規

雇
用
者
と
し
て
採
用
し
、
企
業
内
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ

を
通
じ
て
長
期
に
わ
た
る
教
育
訓
練
を
与
え

る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
上
で
述
べ
た
、
初

職
で
非
正
規
の
仕
事
に
就
く
も
の
が
増
え
て

い
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
的

雇
用
慣
行
の
範
疇
に
な
い
も
の
が
若
年
層
で
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図１　非正規雇用者の趨勢（出所：総務省労働力調査詳細集計）

図２　初職における従業上の地位（出所：2005 年ＳＳＭ調査）
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初
期
キ
ャ
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国
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増
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
若
年
者
の

採
用
に
あ
た
っ
て
新
卒
一
括
採
用
を
重
視
す

る
日
本
で
は
、
学
卒
後
の
「
初
職
」
の
就
業

状
況
が
そ
の
後
の
雇
用
形
態
と
相
関
す
る
と

い
う
状
態
依
存
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
三

谷
二
〇
〇
一
、 
酒
井
・
樋
口
二
〇
〇
五
）。

こ
の
点
に
つ
い
てK

ondo

（
二
〇
〇
七
）
は
、

初
職
入
職
時
の
有
効
求
人
倍
率
を
初
職
の
雇

用
形
態
の
操
作
変
数
と
し
て
用
い
て
雇
用
形

態
選
択
の
内
生
性
の
問
題
に
対
処
し
た
後
に

も
、
初
職
の
雇
用
形
態
の
状
態
依
存
性
を
確

認
し
て
お
り
、
新
卒
一
括
採
用
と
い
う
日
本

の
労
働
市
場
の
慣
行
や
、
初
職
の
失
敗
が
潜

在
的
な
雇
い
主
に
と
っ
て
負
の
烙
印

（stigm
a

）
と
な
り
う
る
こ
と
を
そ
の
要
因

と
し
て
指
摘
す
る
。

日
本
の
非
正
規
雇
用
と
類
似
し
た
雇
用
形

態
は
、欧
米
の
国
々
で
も
増
加
し
て
い
る（
平

田
二
〇
一
〇
）。
し
か
し
、
日
本
と
異
な
っ

た
雇
用
慣
行
を
持
つ
国
々
で
は
、
非
正
規
雇

用
者
の
増
加
は
異
な
っ
た
受
け
止
め
方
を
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
を
含
む
Ｅ

Ｕ
諸
国
で
は
、
若
者
は
学
校
教
育
修
了
後
、

平
均
的
に
は
学
卒
後
一
年
前
後
で
初
職
に
就

き
、
ま
た
そ
の
半
数
が
一
時
雇
用
で
あ
る
も

の
の
、
卒
業
後
五
年
以
内
に
そ
の
割
合
は
半

減
し
多
く
が
常
用
雇
用
に
移
行
す
る
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ 

二
〇
〇
八
）。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
学
卒
者
の
多
く
がC

asual W
orker

と
呼
ば
れ
る
非
正
規
雇
用
の
仕
事
に
就
く
こ

と
が
一
般
化
し
て
お
り
、
雇
用
主
に
と
っ
て

新
規
従
業
員
の
能
力
、
適
性
を
見
定
め
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
仕

事
へ
の
適
合
を
容
易
に
す
る
機
能
を
果
た
し

て
い
る
。
筆
者
と
勇
上
准
教
授
が
若
年
者
の

初
期
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
日
本
と
海
外
の
国

際
比
較
を
試
み
た
の
は
こ
の
よ
う
な
背
景
に

基
づ
い
て
い
る
。

 

３
．
若
年
非
正
規
雇
用
者
の
国
際
比
較

前
述
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
で

は
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
を
対
象
と

し
て
国
際
比
較
を
行
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
つ
い

て
は
触
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
他
の
Ｅ
Ｕ
諸

国
と
比
較
し
て
一
時
雇
用
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
と
い
っ
た
非
典
型
雇
用
者
は
そ
れ
ほ

ど
増
加
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
初
職
が
一
時

雇
用
で
あ
る
者
は
学
歴
の
低
い
も
の
に
集
中

す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
二
〇
％

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
用
い
ら
れ
た
デ

ー
タ
は
、
日
本
は
二
〇
〇
五
年
に
行
わ
れ
た

Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
、
イ
ギ
リ
ス
はB

ritish 
H

ousehold P
anel S

tudy

（
Ｂ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
と

略
称
）、
ド
イ
ツ
はG

erm
an S

ocio 
E

conom
ic P

anel

（
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｐ
と
略
称
）
で

あ
る（
３
）。

日
本
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
の
い
ず
れ
の

調
査
も
全
国
調
査
で
あ
り
、
広
範
な
年
齢
の

者
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
中
心
と
な
る
分

析
で
は
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
の

間
に
学
校
を
離
れ
、
非
正
規
雇
用
の
仕
事
に

就
い
た
若
年
層
を
分
析
対
象
と
し
た
。
日
本

で
非
正
規
雇
用
者
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、

文
字
通
り
正
規
雇
用
者
で
は
な
い
も
の
で
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
従
業

員
、
契
約
社
員
等
を
含
ん
で
い
る
。

一
方
、
欧
米
で
は
こ
れ
ら
の
就
業
形
態
の

者
は
、
非
典
型
雇
用
者
（A

typical 
E

m
ploym

ent

ま

た

はN
on-S

tandard 
E

m
ploym

ent

）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ
の

範
疇
の
中
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
一
時
雇
用

（F
ixed-T

erm
 E

m
ploym

ent

：
雇
用
期

間
に
定
め
の
あ
る
雇
用
者
）
は
区
別
さ
れ
る
。

フ
ル
タ
イ
ム
の
常
用
雇
用
者
が
典
型
で
あ
る

が
、
例
え
ば
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
あ
っ
て
も

正
規
雇
用
で
あ
る
場
合
も
多
い
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
初
職
で
一
時
雇
用

の
仕
事
に
就
い
た
若
年
層
を
分
析
対
象
と
し

た
。表

１
に
は
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
五

年
ま
で
の
間
に
初
職
に
就
い
た
対
象
者
の
状

況
が
示
さ
れ
て
い
る
。初
職
が
一
時
雇
用（
日

本
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣

等
を
含
む
）
で
あ
る
者
の
比
率
は
、
日
本
と

イ
ギ
リ
ス
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
ド
イ
ツ
で
は

四
二
・
二
％
と
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
が
、

前
述
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
レ
ポ
ー
ト
に
示
さ
れ
て

い
る
数
字
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に

お
け
る
入
職
時
の
年
齢
が
高
く
、
有
配
偶
比

率
も
高
い
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
特
有
の
徒
弟

制
度
に
関
連
す
る
有
給
の
職
業
訓
練
期
間
を

終
え
た
も
の
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
方
が
初
等
教
育
の

比
率
が
高
く
、
高
等
教
育
の
比
率
が
低
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
よ
り
入
職
時
の
年
齢

が
高
い
の
は
、
日
本
の
よ
う
な
学
卒
者
一
斉

採
用
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、

学
卒
時
と
初
職
入
職
時
の
間
に
一
定
の
時
間

が
あ
る
こ
と
の
表
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
事

実
、
日
本
の
入
職
時
年
齢
の
分
散
は
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
の
半
分
程
度
と
小
さ
い
。

初
職
入
職
時
以
降
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

み
る
前
に
、
初
職
で
非
正
規
雇
用
（
一
時
雇

用
）
に
つ
く
も
の
は
ど
の
よ
う
な
属
性
を
持

っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、入
職
時
の
年
齢
が
低
い
ほ
ど（
三

カ
国
で
共
通
）、
女
性
の
方
が
（
日
本
と
イ

ギ
リ
ス
で
有
意
）、
学
歴
が
低
い
ほ
ど
（
日

本
と
ド
イ
ツ
で
有
意
）、
入
職
時
の
失
業
率

が
高
い
ほ
ど
初
職
で
一
時
雇
用
の
仕
事
に
就

く
も
の
が
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
失
業
率
の
影
響
は
、
他
の
国
と
比
べ
て

日
本
で
高
い
。

 

４
．
分
析
結
果

実
際
の
分
析
モ
デ
ル
は
、
表
１
で
一
時
雇

用
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
、
就
業

表 1　初職入職時の状況
日本 ドイツ イギリス
Mean Mean Mean

常用雇用 75.5％ 46.4％ 74.8％ 
一時雇用 21.4％ 42.2％ 21.7％ 
自営・家族従業者 3.1％ 11.4％ 3.6％ 
入職時年齢 19.7 歳 24.7 歳 20.3 歳 
男性比率 43.5％ 52.1％ 49.1％ 
有配偶比率 1.8％ 14.7％ 6.6％ 
高校未満 4.6％ 14.9％ 45.1％ 
高卒程度 57.2％ 61.9％ 24.5％ 
短大卒以上 38.2％ 23.1％ 30.3％ 
平均失業率 3.5％ 8.5％ 5.6％ 
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形
態
以
外
の
変
数
を
独
立
変
数
と
し
て
、
こ

れ
ら
の
独
立
変
数
が
一
時
雇
用
か
ら
そ
れ
以

外
の
就
業
形
態
（
常
用
雇
用
、
自
営
・
家
族

従
業
、
お
よ
び
無
職
）
へ
の
移
行
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

分
析
モ
デ
ル
の
技
術
的
な
詳
細
は
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
参
照
し
て
も
ら

う
と
し
て
、
本
稿
で
は
分
析
結
果
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
す
る
。

次
の
表
２
は
、
初
職
入
職
後
の
移
行
状
況

を
示
し
て
い
る
。
一
時
雇
用
の
継
続
期
間
は

日
本
で
非
常
に
長
く
、
ド
イ
ツ
の
二
倍
、
イ

ギ
リ
ス
の
三
倍
と
な
っ
て
い
る
。
分
析
で
は
、

初
職
入
職
後
の
一
〇
年
間
の
動
向
を
追
っ
て

い
る
が
、
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
五
年
で

一
時
雇
用
以
外
の
就
業
形
態
に
移
行
す
る
。

ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
に
比
べ
て
、
日
本
で

の
一
時
雇
用
へ

の
停
滞
率
が
高

い
こ
と
は
、
表

２
で
「 t +

一

年
の
移
行
先
」

に
示
さ
れ
て
い

る
数
字
か
ら
も

読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ

れ
は
、
初
職
入

職
時
移
行
の
各

年
ご
と
に
、
次

の
年
に
ど
の
よ

う
な
就
業
形
態

に
移
行
す
る
の

か
の
平
均
を
示

し
て
い
る
が
、

日
本
で
は
八

一
・
七
％
が
一

時
雇
用
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で
の
停
滞

率
は
六
〇
・
二
％
、
イ
ギ
リ
ス
は
二
六
％
で

し
か
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
平
均
し
て
、
一

年
で
一
時
雇
用
者
の
半
数
以
上
が
常
用
雇
用

に
移
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
と
比
較
し

て
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
無
職
に
移
行
す

る
者
の
比
率
が
高
い
。

表
２
に
示
さ
れ
て
い
る
非
正
規
雇
用
者
の

移
行
率
は
観
察
期
間
全
体
の
平
均
な
の
で
、

実
際
の
移
行
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
分
か
り
に
く
い
。
例
え
ば
、
前
で
例

に
挙
げ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
に
非
正

規
雇
用
が
一
種
の
試
用
期
間
と
し
て
機
能
し

て
い
る
な
ら
ば
、
最
初
は
移
行
が
少
な
い
が
、

一
定
の
期
間
を
経
た
後
に
移
行
が
多
く
観
察

さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

我
々
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
三
カ
国
の
実

際
の
移
行
状
況
が
図
３
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
と
も
初
職
に
就
い
て
か

ら
四
年
目
ま
で
常
用
雇
用
へ
の
移
行
が
上
昇

す
る
。
特
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
移
行
率
が
高

い
。
一
方
、
日
本
で
は
他
の
状
態
へ
の
移
行

と
比
べ
て
常
用
雇
用
へ
の
移
行
率
が
高
い
も

の
の
、
観
察
期
間
全
般
に
わ
た
っ
て
一
〇
％

前
後
の
低
い
移
行
率
が
続
い
て
い
る
。
し
か

も
、
本
稿
で
は
示
し
て
い
な
い
が
、
日
本
で

常
用
雇
用
に
移
行
す
る
場
合
、
他
の
企
業
に

転
職
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
イ
ギ

リ
ス
の
場
合
も
、
常
用
雇
用
へ
の
移
行
は
転

職
を
伴
う
場
合
が
多
い
が
、
ド
イ
ツ
で
は
同

一
企
業
の
中
で
常
用
雇
用
へ
の
移
行
が
多
く

み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
三
年
目
以
降
に
移

行
率
が
高
く
な
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
失
業

率
が
高
く
な
る
と
無
職
へ
の
移
行
が
有
意
に

増
加
す
る
傾
向
も
確
認
さ
れ
た
。

 

５
．
お
わ
り
に

初
職
で
非
正
規
雇
用
者
と
な
っ
た
も
の
は
、

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
と
比
較
し
て
日
本
で
は
、

そ
の
ま
ま
非
正
規
雇
用
者
に
留
ま
る
も
の
が

多
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
と
イ

ギ
リ
ス
の
分
析
対
象
は
非
典
型
雇
用
者
の
一

部
で
あ
る
一
時
雇
用
だ
が
、
日
本
の
対
象
者

は
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
ん
だ
、

あ
る
意
味
で
よ
り
多
様
な
非
正
規
雇
用
者
で

あ
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
く
人
も
い
る
か
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
分
析
結
果
を
み
る
と
日

本
の
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
ん
だ
非
正

規
雇
用
者
と
正
規
雇
用
者
の
間
の
壁
が
非
常

に
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
時
雇
用
か
ら
常

用
雇
用
へ
の
移
行
率
が
非
常
に
高
い
。
他
の

Ｅ
Ｕ
諸
国
と
比
較
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
時

雇
用
者
の
比
率
が
低
く
、
増
加
傾
向
も
見
ら

れ
な
い
（
平
田
二
〇
一
〇
の
図
２
を
参
照
さ

れ
た
い
）。
初
職
で
一
時
雇
用
の
仕
事
に
就

く
も
の
は
日
本
と
同
程
度
で
あ
っ
て
も
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
多
く
が
常
用
雇
用
に
移
行
す
る

の
で
、
結
果
的
に
一
時
雇
用
者
の
比
率
が
低

く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
で

は
初
職
で
一
時
雇
用
の
仕
事
に
就
く
も
の
の

比
率
は
高
い
が
、
内
部
登
用
、
転
職
の
両
方

を
通
じ
て
常
用
雇
用
へ
の
移
行
が
み
ら
れ
る
。

国
際
比
較
の
結
果
か
ら
、
日
本
の
非
正
規

雇
用
者
の
特
殊
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
非

正
規
雇
用
者
と
正
規
雇
用
者
の
間
の
処
遇
面

で
の
格
差
を
縮
め
る
努
力
も
重
要
で
あ
る
。

同
時
に
正
規
雇
用
と
者
と
非
正
規
雇
用
者
の

間
の
移
行
を
容
易
に
す
る
政
策
努
力
が
望
ま

れ
る
。

表 2　初職入職後の移行状況
　 日本 ドイツ イギリス
一時雇用の継続期間（年） 3.631 1.713 1.236 
t+1 年の移行先 　 　 　
　常用雇用 0.094 0.195 0.508 
　一時雇用 0.817 0.602 0.260 
　自営・家族従業者 0.010 0.029 0.008 
　無業 0.080 0.174 0.223 

a. 日本                                b.ドイツ

c. イギリス

注 PE:常用雇用への移行，SE:自営業への移行，NE:無業への移行

a. 日本                                b.ドイツ

c. イギリス

注 PE:常用雇用への移行，SE:自営業への移行，NE:無業への移行

図 3　一時雇用から他の就業状態への移行



特集―若者支援とキャリア形成

Business Labor Trend 2011.10

43

［
注
］

１　

た
だ
し
、
一
五
～
二
四
歳
に
お
け
る
非
正
規
雇
用
者

は
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
ん
で
い
る
。

２　

社
会
階
層
と
移
動
調
査
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
）
は
、
一
九

五
五
年
の
第
一
回
調
査
以
降
、
一
〇
年
毎
に
行
わ
れ
て

い
る
全
国
調
査
で
あ
る
。
各
時
点
の
調
査
で
は
、
社
会

階
層
に
関
連
す
る
意
識
、
世
代
間
の
移
動
、
教
育
、
収

入
等
に
関
す
る
さ
ま
ザ
な
調
査
項
目
に
加
え
、
初
職
か

ら
調
査
時
点
ま
で
の
職
業
経
歴
を
細
か
く
訊
ね
て
い
る
。

こ
こ
に
示
し
た
の
は
二
〇
〇
五
年
に
行
わ
れ
た
調
査
デ

ー
タ
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
り
、
筆
者
は
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査

研
究
会
（
研
究
代
表
者
：
東
北
大
学
大
学
院
教
授
佐
藤

嘉
倫
）
に
属
し
て
い
る
。

３　

二
〇
〇
五
年
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
の
デ
ー
タ
は
、
研
究
代
表

で
あ
る
佐
藤
嘉
倫
東
北
大
学
大
学
院
教
授
か
ら
デ
ー
タ

使
用
の
許
可
を
得
た
。
Ｂ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
は
一
九
九
一
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
パ
ネ
ル
調
査
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ

セ
ッ
ク
ス
大
学
社
会
経
済
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.iser.essex.ac.uk/survey/B

H
P

S

）

に
調
査
票
を
含
め
た
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｐ

は
ド
イ
ツ
経
済
研
究
機
構
（
Ｄ
Ｉ
Ｗ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.diw

.de/en/diw
_02.c.222847.en/

desktop_com
panion_overview

.htm
l 

に
調
査
の
紹

介
や
変
数
の
定
義
を
含
む
膨
大
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
。

ど
ち
ら
の
デ
ー
タ
も
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
で

行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、C

ross-N
ational 

E
quivalent F

iles (

Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｆ)

が
収
集
し
て
い
る
デ

ー
タ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
詳
細
は
以
下
の
サ
イ
ト
を
参

照
さ
れ
た
い
。

http://w
w

w
.hum

an.cornell.edu/pam
/research/

centers-program
s/germ

an-panel/cnef.cfm
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